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令和６年度 定期監査（学校・保育園）の結果について（報告） 
 
 

 地方自治法第１９９条第１項及び第４項の規定に基づき定期監査を実施したので、同条第９

項の規定により、その結果を次のとおり報告します。 
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１ 監査の種類 

 地方自治法第１９９条第４項に規定する定期監査 

 

２ 監査の対象校(園) 

(1) 中学校：１校 泉中学校 

(2) 小学校：１校 伊豆山小学校、泉小学校 

(3) 幼稚園：１校 泉幼稚園 

 

３ 監査の期間 

令和６年９月２７日（金）から令和７年１月２８日（火）まで 

 

４ 監査の範囲 

令和６年度における学校の財務に関する事務の執行及び施設の維持管理状況 

 

５ 監査の視点 

監査に当たっては、次の事項を主眼とした。 

(1) 会計処理に関する事項 

(2) 庶務・服務・物品管理に関する事項 

(3) 施設の維持管理・安全に関する事項 

 (4) 勤怠管理に関する事項 

 

６ 監査の方法 

本監査は、熱海市監査基準に準拠し、各学校(園)からあらかじめ提出を求めた

監査資料をもとに、学校長及び事務担当者並びに教育委員会所管課職員から説明

を聴取するとともに、当該関係書類、諸帳簿等から監査事項を抽出し、照査する

等の方法により実施した。 

また、必要に応じて施設を視察し、その管理状況等についても監査を実施した。 

 

７ 監査の結果 

事務の執行状況及び施設の維持管理状況については、概ね適正に執行されてい

ると認められた。 

監査の結果に関する報告は、以上のとおりであるが、地方自治法第１９９条第

１０項の規定により、次のとおり申し添える。 
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 [意見・要望] 

(1)私費会計の取扱いについて 

学校徴収金及び保護者徴収金の取扱いについては、「熱海市小・中学校 学校徴

収金取扱基準」、「熱海市立幼稚園 徴収金会計基準」に基づいて、概ね適正に処

理されているものと認められた。 

引き続き、徴収金額及び教育活動における重要性等を考慮しつつ、公費同様の

十分な注意義務を持って、今後とも厳正に取り扱いをされたい。 

 

(2)備品管理について 

備品管理については、備品台帳及び現品を検査した結果、概ね適正に管理して

いるものと認めた。 

理科室及び理科準備室における施錠や、鍵の管理及び毒物・劇薬を含む薬品の

保存状態は概ね良好であり、薬品管理台帳についても良好に管理しているものと

認めた。一部の学校では、備品台帳の管理、理科準備室内の整理整頓に努め非常

に優れた状態で管理されていたことを高く評価する。市内の各学校においても同

様の取組が引き継がれるよう望む。 

また、教育委員会においては、長期保管されていた不用な薬品の処分について

以前より定期監査報告書で改善要望をしてきたところであるが対応が確認できた。

今後も校内薬品管理規定に定められた事項を順守されるよう、引き続き適正に管

理されたい。  

 

(3)郵券の管理について 

   概ね適正に処理がなされていたものの、受払簿については決裁がなされていな

いものが一部見受けられた。事務処理にあたっては、今後も厳正な管理と共に適

正な取り扱いに努められたい。 

 

(4)消防施設について 

  消防法第 17 条の３の３の規定により提出された令和６年９月点検の消防用設

備等点検結果報告書によると不備事項を改善するよう求められている。既に来年

度改善予定と報告がなされているところだが、これらについて教育委員会は、所
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要の改善を早急に図られたい。 

 

(5)出勤簿・休暇簿等について 

  出勤簿及び休暇簿については、適正に処理がされていた。なお、長時間労働や

人材不足を要因とする教育現場では教員の多忙化が課題となっているが、教員の

働き方改革の推進として有給休暇の消化については積極的に取得できるよう学校

内で工夫を図られたい。 

 

(6)学校施設の維持管理について 

日頃より、児童生徒、ＰＴＡ及び環境衛生保全員により環境美化に努められて

いるところであるが、グラウンドの雑草除去や、普段手の行き届かない樹木の管

理については、近隣住民への影響も考慮し計画的に対処していく必要があると思

われる。学校施設の改修及び修繕については、軽微なうちに行ったほうがライフ

サイクルコストの低減に繋がることも視野に維持管理を講じられたい。 

しかしながら、少子化の進行により市内全ての学校が小規模校となっている現

状を鑑みた時、「熱海市学校等施設の適正規模・適正配置計画」の推進については、

最重要課題として地域住民や保護者との協議を重ねながら喫緊に取り組むべき段

階にあるのではないかと考える。 

 児童生徒等の安全安心を第一に、かつ中長期的な視点をもった学校施設の設備

投資を検討し、より良い教育環境の整備に努められたい。 

 


